
第３回岡谷新校再編実施計画懇話会 

日時：令和６年９月 30日（月） 
                                       午後６時から午後７時 30分 

会場：おかや総合福祉センター３階 

コンベンションホール 

次 第 

１ 開 会 

２ 県教育委員会挨拶 

３ 会議事項 

（１）「第２回岡谷新校再編実施計画懇話会」まとめ 

（２）講演「地域と連携した探究学習で魅力的な高校をつくる」 

    講師：株式会社オーナー ディレクター 菅野 定行 先生 

（３）質疑応答、意見交換（グループワーク） 

４ その他 

   次回の予定  

【日時】 令和６年 11月５日（火） 午後６時～午後７時 30分 

【場所】 おかや福祉総合センター ２階 大会議室 

    【内容】 目指す学校像と育てたい生徒像についての意見交換 

５ 閉 会 
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（担当）

松本　雄二 土橋　邦彦 主任指導主事
（副担当）

奥村　達朗

今井　靖

奥原　貴彦

小宮山　健司

自治体

産業界

学識
経験者

地域

　事務局

笠原　康弘

森澤　太平

荒木　俊亮

藤森　心愛

小宮山　健司

竹花　顕宏

西澤　久美子

中村　龍馬

岡谷南高等学校ＰＴＡ　会長

（有）ニシキ精機　代表取締役社長

木下　敏彦

岩間　英明

広瀬　啓雄

岡谷東高等学校同窓会　会長

遠藤　美千子

共田　武生

田口　あゆみ

林　　秀徳

山本　美保子

笠原　新太郎

太田　博久

岡谷南高等学校同窓会　副会長

（株）太田屋　代表取締役社長

諏訪ＰＴＡ連合会　代表　（岡谷市ＰＴＡ連合会長）

諏訪校長会　代表　（川岸小学校　校長）

花田養護学校　校長

諏訪地域振興局　局長

笠原書店　代表取締役社長

岡谷東高等学校　生徒代表

岡谷東高等学校　生徒代表

諏訪校長会　代表　（岡谷東部中学校　校長）

同窓会

再編
対象校

ＰＴＡ

小中学校
関係者

倉坪　崇之

山田　典史

瀬志本　進

小口　貴一郎

岡谷東高等学校　校長

岡谷東高等学校ＰＴＡ　会長

岡谷南高等学校 高校再編推進室

水野　日向

高田　香望

岡谷東高等学校　教職員

岡谷南高等学校　生徒代表

藤澤　雅道 岡谷南高等学校　校長

岡谷南高等学校　生徒代表

岡谷南高等学校　教職員

岡谷東高等学校

岡谷新校（仮称）再編実施計画懇話会 構成員名簿

宮坂　　享

早出　一真

氏名

岡谷市長

岡谷市教育長 （座長）

所属等

（株）エー・トゥー・ゼット　代表取締役社長

岡谷商工会議所　副会頭

坪谷ニュウェル郁子

山田　昌義

公立諏訪東京理科大学　副学長

松本大学人間健康学部スポーツ健康学科　教授

東京インターナショナルスクール　理事長



第２回 岡谷新校再編実施計画懇話会まとめ（案） 
 

日 時 令和６年５月 28日（火） 午後６時～午後７時 

場 所 おかや総合福祉センター（諏訪湖ハイツ） 大会議室 

出 席 

（敬称略） 

早出 一真、宮坂 享、木下 敏彦、山田 昌義、広瀬 啓雄、岩間 英明、坪谷 ニュウェル 郁子、 

笠原 新太郎、竹花 顕宏、山本 美保子、林 秀徳、田口 あゆみ、共田 武生、笠原 康弘、 

小口 貴一郎、山田 典史、瀬志本 進、藤森 心愛、荒木 俊亮、水野 日向、高田 香望、倉坪 崇之、

小宮山 健司、藤澤 雅道、森澤 太平（以上 25名） 

欠 席 
（敬称略） 遠藤 美千子、太田 博久（以上２名） 傍聴  ９名 

事務局 

岡谷南高校 藤澤教頭（事務局長）、森澤教諭、松本教諭、奥村教諭、今井教諭 

岡谷東高校 奥原教頭（副事務局長）、小宮山教諭、中村教諭、西澤教諭 

県教育委員会 原主幹指導主事、土橋主任指導主事、有坂主任指導主事 

当日資料 
次第、構成員名簿、第 1 回懇話会まとめ（案）、校地検討会議について、両校発表資料、配席図、 

アンケート用紙 

 

会議事項 

(1)第 1回岡谷新校再編実施計画懇話会まとめ (2)校地検討会議について 

(3)両校生徒の皆さんによる学校・学びの紹介 

＊当初予定されていた期待される学校像に係る意見交換は大雨の影響と参加者の安全確保を考慮してアンケートに代替し、終了

時間を 30 分早めることとした。 

 

構成員から出された主な質問・意見（要旨）  

会議事項について 

(1)第１回岡谷新校再編実施計画懇話会まとめ 

   資料１ページについて事務局（県教委）から説明。質問、意見なし。 

(2)校地検討会議について 

  資料２ページについて事務局（県教委）から説明。質問、意見なし。 

(3)両校生徒の皆さんによる学校・学びの紹介 

  ○岡谷東高校 

   資料３～14ページを基に学校全般・学び・部活動・生徒会活動について発表。 

  【質疑】 

    ・PTSについて、挙げられたこと以外に合意形成されたことはあるか。また、地域の方に参加してもら

いたいと考えたことはあるか。 

     →文化祭の一般公開が１日だったものが２日間になったこと。地域の方々の意見も取り入れたいと

思ったこともある。（生徒回答） 

    ・ICTを用いた授業では先生方はどのように関わっているのか。 

     →生徒から出された意見を全体に共有して、生徒の主体的な学びをサポートしている。（生徒回答） 

  ○岡谷南高校 

   資料 15～25ページを基に、学校全般・学び・行事・部活動・新校に望む生徒の声について発表。 

  【質疑】 

    ・両校の生徒に聞きたい。統合後の新校に、これだけは残してもらいたいというものはあるか。 

     →南高の伝統である強歩大会や地域に根差した取組、進学にむけたコース（岡谷南生徒回答） 

     →制服、「ひろがれわたし」の取組、生徒と先生や生徒同士の仲の良い雰囲気、特徴的な部活動 

（岡谷東生徒回答） 

    ・高校の授業のあり方やこういう学びをしたいという希望があれば教えてほしい。 

     →コースに分かれて特化はしているが、自分の好きな科目だけでなく、熱心に取り組める科目や、

苦手だけど頑張っている人も結構いる。その意味でコースに分かれていることは良いと感じてい

る。（生徒回答） 



アンケートに記載された主な意見・感想 

【岡谷東高校の発表への感想】 

 ・楽しい学校生活や心の底から学校が好きな様子、学校に誇りを持っている様子が伝わってきた。 

 ・母校愛にあふれる思いが伝わってきた。 

【岡谷南高校の発表への感想】 

 ・まじめなわかりやすい発表であり、真摯な姿勢が伝わってきた。 

 ・文武両道の校風や伝統を大切にして頑張っている様子が伝わってきた。 

【岡谷新校の学校像、育てたい生徒像】 

 ・地域との結びつきが強く、多様なニーズに応えることができる学校。 

 ・地元や他地域からも選ばれる、偏差値による輪切りで選択されることのない特色ある普通科高校。 

・凡庸な特徴のない学校にしてはならない。 

・生徒の希望に沿う科目選択や、先生方の熱いサポート体制など多様性のある学校。 

・入学後に様々な面でその生徒に合った教育が受けられ、潜在力を大きく伸ばすことができる学校。 

・障がいのある子どもが共に学ぶ、インクルーシブな学校。 

 ・何か一つ目標を持って頑張った経験のある生徒を育ててほしい。 

 ・地域を大切に思う生徒、地域に貢献できる生徒を育ててほしい。 

 ・地域を愛し、地域に誇りを持ち、いずれ地元に帰ってきて活躍する生徒を育てたい。 

 ・地域資源を用いて地域と連携して学び、それを自分の武器にして進路を実現できるとよい。 

 

その他 

【次回】 

日時：令和６年７月中下旬を予定 午後６時～午後７時 30分 

会場：未定 

内容：有識者による講演 を予定 
 



講演 「地域と連携した探究学習で魅力的な高校をつくる」 

 株式会社オーナー ディレクター 菅野 定行 先生 

講師紹介 

 

 

 

 

 

 

 

【講演メモ】 





























グループワーク 「岡谷新校で育てたい力を考えよう」 

 

 ○ ファシリテーターが口火を切ります。率直な意見を、積極的に 

述べてください。 

 ○ 参考資料（次ページより） 

・2023年度宮城県石巻西高等学校教育計画 

・岡谷東高校グランドデザイン 

・岡谷南高校グランドデザイン 

 ○ ワークシートにもメモ欄がありますので自由に使ってください。 

 ○ グループワーク終了後にファシリテーターにワークシートを 

提出してください。 

 

【メモ】 



２ ０ ２ 3 年度  宮 城 県 石 巻 西 高 等 学 校   教 育 計 画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 《 今  年  度  重  点  目  標 》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 《 教 育 活 動 を 支 え る 力 》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《校  訓》    敬  愛   探  求   進  取 

《教育目標》 高い知性と優れた徳性，そして強健な身体を持ち，国内

はもとより,広く国際的にも通用する豊かな識見を備え

た，新しい時代の社会に貢献する人間の育成を図る。 

《教育方針》 敬愛と協調心の育成 学力の充実と探求心の育成 

 公正な判断力と進取の精神の育成 

《スローガン》 自 由 と 創 造  主体的に判断・行動する力を備え，これか

らの地域や社会を形成し未来を創造できる，心身ともに健康な市民へと成長する。 

地域や社会への橋渡し 

 地域との連携（自治体・NPO・中高大学） 

 保護者との連携（PTA 活動・学校公開） 

 情報発信，HP 活用，学校間交流 

◆ 何ができるようになるか ～未来の創造に必要な資質・能力～ 

地域・社会貢献意欲  自己調整力・自己決定力  学び続ける力 

達成感・自尊感情  対話力・共感力・合意形成力  他者と関わる力 

学 び の 土 壌 づ く り 

 心理的安全性が保障される安心安全の土壌（失敗の許容） 

 他者との協働が生まれる多 様 性 の土 壌（個 の 尊 重） 

 問い問われ振り返りを促す対 話 の 土 壌（本音の尊重） 

通いたくなる・働きたくなる環境づくり 

 特色ある・魅力ある学校づくり 

 通いたくなる学校づくり（中退・不登校率０％） 

 働きがいある職場（ワークライフバランス） 

◆ 何が身についたか ～目標を探す手立てを得る～ 

 文を書く力（文章で意思伝達することの重要性） 

 知的な好奇心により情報を集め,論理的に思考する力 

 互いに意見を交換し,より高い結論を共有する力 

 学習成果を見取り，評価内容を授業力，生徒の学習意欲向上につなげる 

◆ 何を学ぶか 

 社会性を学ぶ。常識を身につける。 

（対話力,理解力,実践力） 

（リーダーシップ・フォロアーシップ） 

 社会を生き抜くための学力を高める。 

（「個別最適な学び」と「協同的な学び」

を充実させ，多様性のある生徒集団の中

で,進路目標に応じた生徒一人一人の学

力向上を目指す） 

◆ どのように学ぶか 

 生徒が自ら学ぼうとする環境づくり。 

（学びの面白さを提供する授業） 

 間違うことを恐れず,互いに意見を出し合

える対話的活動。 

 探究的活動を通じて,人間力を高める。（街

ライブラリー,街ミッション,街クエスト,

作戦会議,地域課題研究） 

《教育基本法 第１条》 

教育は，人格の完成を目指し，平

和で民主的な国家及び社会の形

成者として必要な資質を備えた

心身ともに健康な国民の育成を

期して行わなければならない。 



長野県岡谷東高等学校［全日制課程］のグランドデザイン 

 

 

 

 

【生徒育成方針】 

○ 自他を尊重し、協働して社会課題を解決できる力を育みます。 

○ 自ら学び続ける姿勢で、可能性を切り拓く行動力を育成します。 

○ 自律の精神を重んじながら、他者と共生していく姿勢を養います。 

  

○ 他者との関わり合いを大事にした 

学びの一層の充実を図ります。 

 ・協働・共生へ向けた関係性づくり 

 ・仲間と議論し考察する、協働的な 

学習 

 ・学年・学校の枠を超えたグループ 

ワーク 

【生徒募集方針】 

○ 意欲を持って、前向きな姿勢で何事にも取り組もうとする人。 

○ 自ら考え、他者との学び・協働を大事にしようとする人。 

○ 将来を見据えて、自身の可能性を切り拓こうと主体的に行動しようとする人。 

○ 探究し続ける姿勢から将来の可能 

性を切り拓く学びを進めます。 

 ・２つのコース制 

  （教養フロンティア・健康スポーツ） 

 ・教科を横断した探究的な学び 

 ・大学や短大との連携事業による 

実践的で深い学び 

 ・地域社会の課題を考察する課題 

解決型学習 

○ 「わかる」「できる」を実感することができる学びを実現 

します。 

 ・各教科で「読解力」「伝える力」を身につける学習 

 ・ＩＣＴ機器を活用し、個に応じ、自ら学び進める授業 

 ・生徒の自己評価も含めた、授業のフィードバック 

 

○ 鍛えた力をもとに行動へ移す場の充実 

を図ります。 

 ・生徒会活動･クラブ活動の活性化 

 ・PTS(※)…生徒自ら学校づくりに参加 
  ※ 保護者(P)・教職員(T)・生徒(S)の三者による、

より良い学校づくりを進める協議会 

 ・地域との交流、地域事業への参加 

 ・多様な進路への対応 

【教育課程編成・実施方針】 

『ひろがれ わたし』 『かがやけ 自分色』 『みつかれ 新たな未来』 



 

 

 

 

 
 

   

                                            

  

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

■知徳体の調和に基づく健全な思考力・判断力   

■自ら課題を発見・追究し、提案する力  ■明瞭な説明力・プレゼンテーション力 

■地域社会の振興・発展に寄与する力   ■他者と協力・連携してやり遂げる力 

生徒募集方針 

１. 向上心をもって積極的に学習活動に取り組み、より高い学力を身につけたいと考えている生徒 

２. 学習活動とともに、生徒会活動、部活動、ボランティア活動等にも主体的に取り組み、自身の社会性を    

向上させたいと考えている生徒 

３. 労を惜しまず自ら進んで行動するとともに、他者と力を合わせて物事に取り組むことができる生徒 

教育目標  常に進歩のため問題をもってことにつく 

常に成功の可能性を確信してことに当たる 

常に協調融和の精神をもってことを行う 

 

Ｄo 学びの体系と実施内容 
 
■各教科・科目 

 朝の学年の時間： 基礎基本の定着 探究学習 

 授業：１コマ 65分 １学年 33単位 

     基礎基本の定着 思考力・判断力・表現力の伸長 受験学力の養成 

1年次   クラス別の共通履修 

２・３年次 各自の適性と進路希望に応じた講座別授業 

     ＜人文社会系・国際教養系・自然科学系＞ 

 放課後・夏期セミナー： 受験学力の充実 

 

■総合的な探究の時間「こまくさ探究 TIME」 

 キャリア探究： ようこそ先輩 1 日大学 大学見学会 etc 

 課題探究：  一人一提案 １年次：校内課題、２年次：社会的課題 

 

■特別活動  南高祭 諏訪縦断強歩大会 人権・平和学習 etc   

協力・創造する力 強靭な身体と精神力 人権感覚 

 

■クラブ活動（運動系 18 文化系 12） 全国大会出場・優勝、ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ選手輩出 

  自ら学ぶ力 チャレンジする力 豊かな人間性と社会性 
 

■地域協働・異年齢交流活動（生徒会 クラブ 有志） 

  高校生まちづくり会議 福祉施設訪問活動 小学校放課後子ども教室 etc 

Ｐlan 

育てたい 

資質・能力 

Ｃheck 評価 

 

■学校自己評価  

■生徒による授業

評価・自己評価 

■保護者による 

評価 

■学校評議員によ

る評価 

■地域社会からの

評価 

 

Ａction 

改善 

 


